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今
年
も
残
す
と
こ
ろ
半
月
余
り
。
皆
さ

ん
の
ご
家
庭
は
、
今
年
一
年
間
い
か
が
で

し
た
か
。
新
た
な
気
持
で
迎
え
る
新
年
に

は
、
手
づ
く
り
の
品
を
添
え
て
み
ま
し
よ

う
。
木
幡
公
民
館
と
小
倉
公
民
館
で
は
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
に
役
立
て
て
い
た
だ

こ
う
と
、
迎
春
準
備
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ
ニ
ア
教

室
も
、
今
回
は
迎
春
準
備
で
す
。
家
族
で
手

分
け
し
て
準
備
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

卜
仲
良
く
し
め
な
わ
づ
く
り
（
昨
年
１
２
月
2
6
日
、
小
倉
公
民
館
）

木
幡
公
民
館

お
せ
ち
・
生
け
花
と
た
こ
づ
く
り

　
迎
春
準
備
講
習
会

　
お
正
月
ら
し
い
生
け
花
を
飾
り
、

新
年
を
新
た
な
気
分
で
迎
凡
て
み

ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と

工
夫
を
凝
ら
し
た
お
せ
ち
料
理
も

添
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
〈
お
せ
ち
料
理
〉

　
▼
と
き
・
・
・
Ｗ
８
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
…
木

幡
公
民
館
▼
指
導
・
・
・
料
理
教
室
講

師
、
寺
崎
ひ
り
子
さ
ん
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
住
の
人
▼
定
員
2
8
人
（
先

着
順
）
▼
教
材
費
・
・
・
千
八
百
円
▼

持
凛
。
・
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
料
理
か
痔
ち
帰
る
容
器
。

　
〈
生
け
花
〉

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
2
6
日
面
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公

民
館
▼
指
導
・
：
前
木
幡
公
民
館
社

公民館の所在地

●木幡公民館

　(木幡内畑34-7･aR8290)

　●小倉公民館

　(小倉町寺内91･ac4687)

会
教
育
指
導
員
、
藤
川
尚
子
さ
ん

▼
対
象
…
市
内
在
住
の
人
▼
定
員

…
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費
・
：

三
千
円
▼
持
参
品
・
：
筆
記
用
具
、

ビ
ニ
’
・
‐
ル
、
風
呂
敷
。

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
1
2
月

Ｈ
日
か
ら
教
材
費
か
添
え
て
、
木

幡
公
民
館
へ
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
お
正
月
に
は
自
分
で
作
っ
た
和

だ
こ
を
、
大
空
高
く
上
げ
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
4
日
困
、
午
後

C
M
時
～
４
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木
幡

公
民
館
▼
指
導
：
白
本
の
凧
（
た

こ
）
の
会
京
都
、
宮
崎
昭
一
さ
ん

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
学
校
４

年
生
以
上
▼
定
員
・
・
・
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
教
材
費
・
・
・
三
百
五
十
円
▼

持
参
品
…
筆
記
用
具
、
ヵ
″
字
‐

ナ
イ
フ
、
物
差
し
▼
申
し
込
み
・
・
・

１
９
一
月
Ｈ
日
か
ら
教
材
費
か
添
え
て

木
幡
公
民
館
へ
直
接
。

し
め
な
わ
づ
く
り

　
来
年
の
お
正
月
は
、
手
づ
く
り

の
し
め
な
わ
を
玄
関
に
飾
つ
て
み

ま
し
ょ
う
。
小
倉
公
民
館
で
は
、

１
　
あ
な
わ
づ
く
り
教
室
（
留
萌

備
講
習
会
と
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
）
を

開
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　
　
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　
▼
と
き
・
：
1
2
丹
2
6
日
輿
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
小
倉
公

民
館
▼
内
容
・
：
ワ
ラ
で
し
め
な
わ

　
（
輪
飾
り
・
は
か
ま
）
を
つ
く
り

毒
す
▼
指
導
・
：
小
倉
豆
各
の
お

じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
‘
’
ん
▼
定
員

…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
教
材
費
…

百
五
十
円
▼
対
象
：
小
学
校
４
年

生
以
上
の
児
童
と
中
学
生
▼
申
し

込
み
…
電
話
で
小
倉
公
民
館
へ
。

　
迎
春
準
備
講
習
会

　
▼
と
き
…
1
2
月
2
6
日
金
、
午
後

１
時
半
Ｆ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
…
小

倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
ワ
ラ
を
な
っ

て
、
し
め
な
わ
（
輪
飾
り
・
は
か

ま
）
を
つ
く
り
未
了
▼
指
導
・
・
・
小

倉
喜
老
会
会
員
▼
定
員
・
：
4
0
人
（

先
着
順
）
▼
材
料
費
・
・
・
二
百
円
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
人
▼
申
し
込

み
・
・
・
電
話
で
小
倉
公
民
館
へ
。

▲正月用の花を生ける表情は真剣

　　(昨年12月27日、木幡公民館)

１
２
月
２
０
日
か
ら
火
災
予
防
運
動

　
年
の
瀬
も
お
し
つ
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
本
格
的

な
寒
さ
の
訪
れ
や
抑
谷
の
準
備

に
と
、
火
を
使
う
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
更
に
年
末
年
始
は
、

忙
し
さ
に
追
わ
れ
る
と
共
に
、

生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
っ
て
、
火

気
に
つ
い
て
の
注
意
も
怠
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
十
二
月
二

十
日
か
ら
戚
火
災
で
過
ご
そ

ラ
年
末
年
始
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
火
災
予
防
運
動
か
展
開
し
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
防
火
意

識
を
一
層
強
め
、
火
災
発
生
防

止
牽
心
掛
け
、
火
災
に
よ
る
人

命
と
財
産
の
損
失
防
止
に
努
め

ま
し
Ｊ
う
。
皆
さ
ん
の
家
庭
で

も
次
の
「
火
の
用
心
七
つ
の
ポ

イ
ン
ト
」
を
実
行
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
《
火
の
用
心
フ
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
②
子
片
も
は

マ
″
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ

な
い
③
風
の
強
い
と
き
は
た
き

火
を
し
な
い
④
天
ぷ
ら
を
揚
げ

る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

⑤
家
の
去
ぢ
に
燃
え
や
す
い

も
の
か
匿
か
な
い
⑥
ふ
ろ
の
空

だ
き
を
し
な
い
⑦
ス
ト
ー
ブ
に

は
燃
え
や
す
い
も
の
か
近
づ
け

な
い
。
　
　
　
（
消
防
本
部
）

667

国
体
関
連
道
路

　
　
　
整
備
事
業
費
追
加
な
ど

　
　
３
億
３
千
３
百
1
2
万
円
を
計
上

　
宇
治
市
議
心
一
十
二
月
定
例
全
一
は
、

十
二
月
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

の
土
〈
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
て

い
未
丁
。
一
般
質
問
は
、
十
二
、

十
三
日
と
十
五
日
の
三
日
間
が
予

定
さ
れ
て
い
毒
７
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

四
号
）
案
か
ほ
じ
め
、
三
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
・
農
業
共
済
事
業
）

と
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
案

が
提
案
衰
？
い
乖
ｙ
。
一
般
会

計
の
補
正
予
算
額
は
三
億
三
千
三

百
十
二
万
円
で
、
こ
れ
に
よ
ひ
補

正
後
の
予
算
総
額
は
二
百
七
十
三

億
七
千
六
百
四
万
七
千
円
と
な
り

ま
す
。
今
回
の
補
正
予
算
案
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
京
阪
宇
治
駅
前
広
場
予
備
設
計

　
委
託
料
に
四
亘
二
万
六
千
円
。

▽
市
導
ハ
久
保
5
7
号
線
道
路
改
良

　
事
業
に
八
千
三
十
万
円
。

▽
国
体
関
連
道
路
整
備
事
業
費
追

　
加
に
三
千
五
百
九
十
一
万
七
千

　
円
。

▽
㈹
市
民
体
育
館
建
設
事
業
費
追

　
加
（
債
務
負
担
行
為
）
に
六
千

　
万
円
。

▽
小
・
中
学
校
普
通
教
室
等
改
修

　
事
業
に
九
百
二
十
二
亙
〈
千
円
。

〈
特
別
会
計
〉

▽
国
保
事
業
に
係
る
老
人
保
健
医

　
療
費
拠
出
金
の
追
加
に
一
億
八

　
千
七
百
三
十
二
万
七
千
円
。

▽
公
共
下
水
道
事
業
の
管
渠
（
か
・

　
ん
き
よ
）
建
設
工
事
実
施
設
計

　
委
託
料
の
追
加
に
一
千
万
円
。

▽
農
業
共
済
事
業
に
係
る
京
都
府

　
南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
へ
の

　
参
加
準
備
経
費
に
四
十
八
万
八

　
千
円
。

〈
水
道
事
彙
会
計
〉

▽
配
水
管
移
設
工
事
費
に
千
三
百

　
五
十
五
万
円
。

　そろそろ厳春準備を

木幡・小倉公民館で講習会を開催　参加者を募集

12月補正

予算案

小
倉
公
民
館

冬じたく

し
尿
・
ご
み
収
集
日
程
の
お
知
ら
せ

無
火
災
で
過
ご
そ
う
年
末
年
始

放火にご注意
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一
月
十
一
日
剛
、
太
陽
が
丘
で

た
こ
あ
げ
大
会
が
開
か
れ
ま
ず
。

今
回
で
五
回
目
を
迎
ぺ
毎
年
百

人
以
上
が
参
加
。
親
子
で
出
場
し

ま
し
ょ
う
。

　
　
難
　
易
　
率

　
飛
び
込
み
種
目
に
は
、
回
転

や
ひ
ね
り
の
数
、
型
な
ど
の
組

み
合
わ
せ
で
、
比
較
的
易
し
い

も
の
と
非
常
に
難
し
い
も
の
が

あ
り
水
子
。
そ
の
易
し
い
か
難

し
い
か
の
度
合
が
難
易
率
（
一
・

一
丁
三
宣
）
で
、
難
し
い
種
目

に
は
大
き
い
数
値
が
、
易
し
い

種
目
に
は
小
さ
い
数
値
が
、
各

飛
び
込
み
ご
と
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

や

　
▼
と
き
・
・
・
6
2
年
１
月
Ｈ
日
㈲
、

正
午
～
午
後
１
時
深
け
付
け
（
雨

天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘

第
３
・
４
野
球
場
▼
参
加
規
定
…

吏
つ
く
り
の
た
こ
で
あ
る
こ
と
。

市
販
の
た
こ
は
失
格
▼
審
査
・
：
図

柄
・
高
さ
の
部
ご
と
に
優
秀
作
品

夕
表
彰
、
メ
タ
ル
授
与
、
特
別
賞

も
有
り
▼
申
し
込
み
…
当
日
、
直

接
会
場
へ
▼
問
い
４
t
ｌ
Ｃ
＼
-
：
山
城

総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
（
豊

＠
1
3
1
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
太
陽
が
丘

　
た
こ
づ
く
り
教
室

　
▼
と
亨
・
1
2
月
2
0
日
出
、
午
後

１
時
～
４
時
（
午
後
１
時
蓉
将

け
）
▼
と
こ
ろ
：
太
陽
が
丘
プ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ジ
ム
▼
対
象

・
：
誰
で
も
参
加
出
来
未
了
▼
定
員

・
・
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
小

学
校
３
年
生
以
上
は
五
百
五
十
円
、

２
年
生
以
下
は
三
百
五
十
円
▼
持

参
品
・
：
ナ
イ
フ
（
カ
Ｚ

差
し
、
鉛
筆
、
新
聞
紙
、
ご
み
袋
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
幻
せ
・
・
わ
一
月

S
i
:
品
一
ま
で
に
Ｊ
は
が
き
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
校
名
・

学
年
）
、
電
話
番
号
か
明
記
の
上
、

〒
Ⅲ
広
野
町
八
軒
屋
谷
１
・
山
城

総
合
運
動
公
園
管
理
事
務
所
（
豊

⑩
1
3
1
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ヨ
測

　
新
春
子
ど
も
大
会

　
▼
と
き
・
：
6
2
年
１
月
1
1
日
面
、

午
前
９
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ

・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
内
容
・
・
・
か
る

た
（
小
倉
百
人
一
首
）
、
将
棋
▼
対

象
・
・
・
各
地
琴
丁
も
必
加
入
の
小

・
中
学
生
▼
申
し
込
み
・
・
・
市
少
年

補
導
協
議
心
一
各
支
部
長
へ
1
2
月
2
0

日
出
ま
で
に
▼
主
催
・
・
・
市
少
年
補

導
協
議
会
▼
協
力
・
・
・
宇
治
か
る
た

協
会
、
宏
肩
棋
連
盟
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
市
民
ス
キ
ー
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
堅
Ｔ
月
2
5
日
面
▼

と
こ
ろ
・
：
滋
賀
県
マ
キ
ノ
ス
キ
ー

場
▼
定
員
・
：
2
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
参

加
費
・
・
大
人
二
千
八
百
円
、
子
ど

も
二
千
三
百
円
▼
貸
し
ス
キ
ー
・
：

Ｉ
セ
″
卜
で
大
人
士
〈
百
円
、
中

学
生
千
三
百
円
、
早
μ
も
千
二
百

円
▼
申
し
込
み
・
問
い
＜
ａ
Ｑ
ｔ
j
.
｡
｡

参
加
費
寡
そ
１
月
1
3
品
ま

で
に
市
民
体
育
課
（
雲
＠
3
1
4

1
）
へ
▼
幸
寵
・
・
・
市
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
協
会
。
　
（
市
民
体
育
課
）

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
期
限
が
変
更

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
で
、

6
1
年
度
の
固
定
資
啓

計
国
税
の
第
三
期
納
期
限
が
変

　
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
▼
と
き
・
：
Ｗ
公
日
聞
、
午
後

７
時
１
８
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

公
民
館
展
示
集
会
室
▼
内
容
・
：
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
、
ダ
ン

ス
、
歌
な
ど
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
有
り
）

▼
定
員
・
‥
・
5
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加

費
…
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：
市
民

体
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電

話
で
▼
問
い
会
笹
・
・
・
略
譜
造

さ
ん
（
容
⑩
0
7
7
9
）
へ
▼
主

催
・
・
・
市
野
外
活
動
協
角

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
難
病
相
談

　
▼
1
2
月
2
2
日
側
、
午
後
１
時
半

～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
保
健
所

▼
内
容
：
を
ん
そ
ぐ
な
ど
の
ア
レ

ル
ギ
ー
性
疾
患
の
子
戸
石
の
医
療

や
日
常
忠
洒
に
つ
い
て
の
講
演
、

発
し
な
い
よ
ラ
お
願
い
し
て
、

飛
び
込
み
の
説
明
は
こ
れ
で
終

わ
り
未
了
。
次
回
か
ら
は
、
サ

ッ
カ
Ｆ
競
技
に
つ
い
て
、
お
話

し
柔
す
。
　
（
国
体
事
務
局
）

　　　　　得点計算の方法

(M:)前飛び伸び型(難易率1.6)の場合

審判貝 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

採点 ダ ７ 7.5 ８ 7.5 ７ Ｘ

　　　７＋7'5＋1＋7'5＋7＝7.4……a

7.4(評点)×1.6(難易率)×3 =35.52(得点)

61年
度第3

期分

更
。
新
し
い
納
期
限
は
、
6
1
年

1
2
月
3
1
日
が
堅
Ｔ
月
５
日
に

な
り
ま
し
た
。
（
資
産
税
課
）

相
談
▼
講
演
・
相
談
・
：
京
都
市
立

病
院
小
児
科
Ｅ
師
・
北
篠
誠
さ
ん

▼
対
象
・
・
当
該
疾
患
の
子
芦
も
、

そ
の
疑
い
の
あ
る
子
芦
も
、
そ
の

家
族
、
そ
の
些
般
▼
申
し
込
み

…
予
約
制
。
Ｗ
鑓
鳳
蜜
K
J
に

宇
治
保
健
所
（
豊
⑩
2
1
9
1
）

へ
。
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
み
ん
な
で
走
ろ
う

　
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会

　
▼
と
き
・
：
6
2
年
１
月
1
5
日
向
、

午
前
９
時
ｙ
９
時
5
0
分
営
げ
付
け

（
雨
天
決
行
）
▼
と
こ
ろ
↓
畠
が

丘
堕
幽
技
場
▼
種
目
・
・
・
下
表
の

と
お
り
▼
参
加
資
格
…

小
学
生
以
上
で
、
各
自

健
康
診
断
か
導
～
だ
結

果
走
る
こ
と
に
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
た
人

　
（
親
子
リ
レ
ー
の
場
合
、

親
は
性
別
迄
問
わ
ず
。

子
戸
石
は
小
学
校
４
年

生
以
下
）
▼
参
加
費
・
・
・

小
学
生
三
百
円
、
中
学

生
四
百
円
、
一
般
七
百

円
、
六
十
歳
以
上
三
百

円
、
親
子
リ
レ
ー
八
百

身体障害者の有料道

路通行料金の割引制

度

健康ランニング大会の種目表

よみがえる古墳文化

　この直刀は、広野町寺山の

坊主山一号墳(6世紀前半､前

方後円噴、全長45 m)から発

掘$れた｡119cmの長大な鉄刀

である。鍍(と)金した銅製の

三輪玉は、革帯に縫いつけて

刀の装飾に使われたもので、

刀に着装された状態で出土し

た例は少ない。★図録好評発

売中(一冊800円、送料250円)

12月21日まで

　　　(月曜は休館)

午前９時～午後５時

入場料

大人200円　小･中生60円

(20人以上は団体割引･あり)

手
や
上
肢
の

障
害
者
に
も
適
用
。
　

～
1
2
月
か
ら
～

　
1
2
月
か
ら
、
４
体

障
害
者
有
料
道
路
通

行
料
金
割
引
制
度
の
範
囲
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
足
ま
た
は
体
幹

に
障
害
が
あ
っ
て
身
体
障
害
者
手

帳
か
痔
つ
人
で
、
自
ら
車
を
運
転

’
一
す
今
人
の
み
が
対
象
で
し
た
が
、

歴史資料館（折居台１丁目豊20－1311）

　　　年末年始の休館

展示室の休室（12月22日1

～1月9日）

休　　　館（12月28日～１月３日）

少
し
時
間
を
要
し
ま
す
。
ま
た

構
造
上
、
電
気
を
利
用
す
る
の

で
、
電
源
（
一
般
家
庭
用
1
0
0
V
）

が
必
要
で
す
。

■
取
り
扱
い
上
の
注
憲

　
石
油
が
燃
焼
す
れ
ば
、
一
酸

化
炭
素
や
二
酸
化
炭
累
が
発
生

し
乖
ｙ
。
一
酸
化
炭
素
や
二
酸

化
炭
素
中
毒
の
危
険
を
予
防
す

る
た
め
、
燃
焼
も
排
気
も
室
内

で
曾
芳
式
の
石
油
フ
″
ン
ヒ

ー
タ
ー
を
便
用
ず
る
場
合
は
、

必
ず
換
気
匁
換
気
は
三
十
分

に
Ｉ
～
二
回
行
い
ま
し
ょ
う
。

一
ヵ
所
芯
随
誌
琳
合
は
二

分
間
、
ニ
カ
所
同
時
に
開
け
た

場
合
は
三
十
秒
士
忿
皿
が
目

安
で
す
。
室
内
の
上
の
方
の
窓

を
開
け
て
も
換
気
の
効
果
は
少

な
く
、
床
と
同
じ
高
さ
に
設
け

ら
れ
た
窓
を
開
け
る
方
が
効
果

的
で
す
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の

m
取
り
入
れ
口
に
は
ほ
こ
り

が
た
ま
ぴ
や
す
い
の
で
、
掃
除

雲
君
な
ぐ
。

■
適
宜
暖
房
を

　
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
だ
け

で
な
ぐ
、
暖
房
具
は
部
屋
の
広

さ
に
命
り
せ
た
機
種
差
選
び
ま

し
ょ
う
。
小
さ
な
部
屋
に
大
き

な
部
屋
用
の
も
の
か
使
用
す
る

と
、
室
外
と
の
温
度
差
が
大
き

く
な
っ
て
不
快
感
を
覚
え
未
了

そ
れ
ぞ
れ
の
暖
房
具
の
機
能
を

よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
懇

668

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
2
月
2
5
日
困
ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
（
旱
と

ぢ
は
学
校
名
・
学
年
）
、
電
話
番
号
、

参
加
種
目
嵐
明
記
の
上
、
〒
6
1
1
広

野
町
八
軒
屋
谷
Ｉ
・
山
城
総
合
運

動
公
園
管
理
事
務
所
（
豊
＠
Ａ

Ａ
）
へ
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

種別 性別 A(5キロ) B（3キロ) C（2キロ）

小学生
男 - Ｏ ○

女 - ○ ○

中学生
男 ○ ○ -

女 - ○ ○

一　　般
男 ○ ○ -

女 ○ ○ ○

高齢者(m歳以上)
男 ○ ○ ○

女
- ○ ○

親子リレー 男
女

観(1.7キロ）
子（1.3キロ）小学校4年生以下

こ
れ
か
ら
は
平
や
腕
（
上
肢
）
に
障

害
の
あ
る
人
も
、
割
引
証
か
莉
用

出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
交
付
手
続
き
に
は
、
ご
本
人
が

身
体
障
害
者
垂
帳
と
免
許
証
か
痔

っ
て
福
祉
課
へ
。
詳
し
ぐ
は
、
福

祉
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

ト
三
輪
玉
着
装
直
刀
（
山
城
郷
土
資
料
館
蔵
）

１ １
１
消
費
者
　
－

　
　
　
　
　
　
⑩

　
住
ま
い
の
暖
房
器
具
に
は
、

こ
た
つ
、
灯
油
・
ガ
ス
・
電
気
ス

ト
ー
ブ
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
床

暖
房
、
電
気
カ
ー
ペ
″
卜
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
ず
。

　
熱
源
に
分
け
る
と
、
電
気
、
ガ

ス
、
灯
油
、
石
炭
な
ど
に
大
別

出
来
ま
す
が
、
灯
油
が
最
も
経

済
的
で
、
次
に
ガ
ス
、
電
気
と

続
く
ぷ
つ
で
す
。

　
数
あ
る
暖
房
器
具
の
中
で
、

今
回
は
最
近
普
及
が
目
孝
ま
し

く
昨
年
死
者
や
多
数
の
一
酸

化
炭
累
中
毒
患
者
を
出
し
た
石

油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
正
し
い

使
い
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
み

冰
き
し
ょ
う
。

■
原
理

　
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
に
は
、

芯
（
兄
）
上
下
式
の
も
の
も
あ

り
ま
ｙ
が
、
大
部
分
は
電
熱
で

石
油
を
気
化
さ
せ
て
燃
焼
さ
せ

李
ｙ
。
そ
し
て
、
燃
焼
し
た
高

- ゝ － －ミ ー 一 一 一 一 一 一－ ミ ・

温
の
突
｀
を
フ
ァ
ン
で
送
り
出

し
て
、
室
内
か
暖
め
未
了
。

吸気口の掃除を怠

りなく

石
油
の
気
化
器
に
は
い
く
つ

か
の
種
類
が
あ

り
卓
子
が
、
い
、

ず
れ
も
灯
油
を

気
化
さ
せ
る
た

め
に
は
気
化
器

を
あ
９
Ｗ
あ

高
温
に
す
る
必

要
か
ら
、
燃
焼

か
妬
め
る
に
は

恐ろしい不完全燃焼

　換気を怠りなく

歴史資料館特

別展

第5回　たこあげ大会　1月11日（日）

国

体

豆

知

識

得
点
は

難
易
率
と
評
点
で
決
定

競技の

見方飛

び込み

石油ファン

ヒニター

採
点
の
方
法

得
点
の
計
算
方
法

競
技
の
作
戦
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